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前期 後期 短期 前期 後期 短期

30 ★ ◆ 60

30 ◆ 30

30 ★ ◆ 30 ★ ◆

30 ★ 30

30 ★

30 ★ ◆

30 ◆

30 ★ ◆

30 ◆ ● 45 ◆ ●

45 ◆ 45

45 ★ 30

30 15

15 45

45 45 ◆

45 60

15 ◆ 45

45 30 ◆ ●

45 15 ◆

30 30

30 30

45 ★ ◆ 210 ★

15 45 ◆

60 ★ ◆ ● 60

30 ◆

30 ★ ◆

60 ★

45 ★ ◆

45 ◆

45 ★

90

映像配信基礎

番組技術論Ⅱ基礎数学

就職講座Ⅰ

就職講座Ⅱ

番組技術論Ⅰ

特殊無線養成講座

電気概論

基
礎
専
門
科
目

映像基礎

全設置授業数

全設置授業時数

スキルアップゼミⅡ

うち、実務経験のある教員等による授業時数

基
礎
専
門
科
目

イベントワークショップⅣ

就職講座Ⅲ

芸術鑑賞

校外学習Ⅰ

スキルアップゼミⅠ

省令で定める基準授業時数分　提出シラバス授業数合計

ロケーション番組制作

アビッド編集

AfterEffectsⅠ

映像ワークショップ

Premiere Pro

ENG基礎

イベントワークショップⅠ

イベントワークショップⅡ

映像表現ゼミⅠ

実
習
演
習
科
目

VE実習Ⅰ

フォトショップ

テレビ照明

スタジオワーク実習

カメラワーク実習

省令で定める基準授業時数分　提出シラバス授業時数合計

VE実習Ⅱ

番組制作演習

映像配信実習

実
習
演
習
科
目

音声基礎実習 オンライン編集

ケーブル工作

映像表現ゼミⅡ

音楽ライブ実習

校外学習Ⅱ

165

うち、実務経験のある教員等による授業数

映像テクニックⅠ

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表　 　放送技術科

授業科目名

修得単位時間

必
修
授
業

省
令
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準
時
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分
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ラ
バ
ス
提
出
授
業

授業科目名

修得単位時間実
務
経
験
の
あ
る

教
員
授
業

実
務
経
験
の
あ
る

教
員
授
業

必
修
授
業

省
令
基
準
時
数
分

シ
ラ
バ
ス
提
出
授
業

21

735

49

2025

4

映像テクニックⅡ

AfterEffectsⅡ

ENG実習

イベントワークショップⅢ

フォローアップゼミ

テレビ中継実習

PCスキルアップ

ビジネスマナー

ビデオ制作

ロケーション実習



科 目 名 映像基礎
担 当 教 員 (株)TBSアクト：オリンピックなどの超大型中継番組・ドラマやバラエティー等、TBSの放送技術、美術のすべてを担当する企業。

授 業 形 態 1年次（前期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★基本的な映像技術の知識を理解すると共に、実習授業を円滑に受講できる環境を身につける。

授 業 概 要
・

特 徴
基礎的な映像信号から最新のデジタル信号に関して解説します。
同時に、これらの信号を扱う機材の名称や、役割を説明します。
そのほか、映像制作で必要になる知識等について興味を持てるように講義します。
講義はプロジェクターとモニターに資料を映して、判りやすく解説します。
同時に教材を活用して、予習・復習が出来るようにします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス　及び　講師自己紹介とVE業務経験談
2. 技術セクションの基本的な役割解説
3. 映像機材の名称と役割①
4. 映像機材の名称と役割②
5. 映像系統図の見方
6. 映像信号に関する基礎講座①
7. 色の発色を含めた光学基礎
8. 映像信号に関する基礎講座②
9. カラーモニターとウエーブフォームモニタを中心とした測定機器について
10. カメラ調整の知識①
11. カメラ調整の知識②
12. バーチャルシステムについて
13. これからの技術（NDI＆リモートプロダクション）
14. まとめ
15. テスト

成績評価方法 ①興味を持って授業に参加しているか等の真剣度：7割　②テスト等を活用した理解度：3割
使用教科書等
備 考

科 目 名 映像配信基礎
担 当 教 員 (株)HAISHIN ：イベントやテレビ番組の映像制作、映像システムのコンサルタントを行いe-sportsなどの配信業務の実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（前期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★映像配信の基礎知識や基礎技術を習得
 ★映像配信の仕事の重要性とネットワークの理解

授 業 概 要
・

特 徴
近年、ZOOMやSkypeといったオンラインミーティングツールで近年画面越しに会話をするコミュニケー
ション手段は、一般的に普及し放送業界でも多岐にわたり使用されています。業界企業にも映像配信の部署
も設けられ、その需要は高まるばかりです。それら映像配信の知識と技術を学び、どういった運用方法があ
るのか、どのように使用するのかといったことをオンデマンド配信やオンライン配信で行います。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 次世代ネットワーク通信規格について①
3. 次世代ネットワーク通信規格について②
4. 映像配信技術の基礎①
5. 映像配信技術の基礎②
6. 映像配信技術の応用①
7. 映像配信技術の応用②
8. ソフトウェアスイッチャーについて①
9. ソフトウェアスイッチャーについて②
10. インターネットマーケティング（市場動向）①
11. インターネットマーケティング（市場動向）②
12. オンラインツールの活用
13. まとめの試験

成績評価方法 学習意欲・記述試験による評価
使用教科書等 プリント配布・PDFデータ配布
備 考 オンラインでの授業がメインとなります。受講者はZOOMを使い授業に参加してもらいます。



科 目 名 基礎数学
担 当 教 員 津曲　健仁：第一級陸上無線技術士。数学・物理教育にかかる実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（前期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★初等数学の取りこぼしの点検と補完。
 ★対数の習得：デシベルの換算が自在にできること。楽器の鍵盤が対数目盛になっていることを理解する
こと。
 ★複素数の習得：四則演算ができること。複素数平面上に演算の様子を表現できること。

授 業 概 要
・

特 徴
道具は使って覚えるものだ。一通り使い方と用途を学んだらあとはひたすら訓練である。すると次第にその
利便性や存在理由がなんとなく分かってくる。しかし、それに足る時間を確保するのは容易ではない。そこ
で先回りをして、その道具がなぜ生まれてきたのか、何が便利なのかを先に学んでしまおうと思う。もちろ
んその分、訓練にかけられる時間はさらに減ってしまうが、そこは諸君の志に委ねるとしよう。数学はなか
なか手強い道具だが、何とか使えるようにしようではないか。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 数値の扱い方
2. 数の計算
3. 文字式の計算
4. 単項式と多項式
5. 1次方程式
6. 連立方程式
7. 関数とグラフ
8. 三角比、三平方の定理
9. 三角関数の性質
10. 三角関数のグラフ
11. 指数と対数
12. ヒトの感覚と対数、対数目盛
13. 複素数
14. 複素数平面
15. 電気回路解析への応用例

成績評価方法 筆記試験100点
使用教科書等 文系でもわかる電気数学
備 考

科 目 名 就職講座Ⅰ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★経験を振り返り文章にし、自分の言葉で語れるようにする。将来の就業観をイメージできるようにする。

授 業 概 要
・

特 徴
入学したばかりで「就職」と言われても実感が涌かない人は多いのではないでしょうか。この授業では、こ
れまでの経験を振り返り文章で表現し、自分の言葉でのびのびと語ることで、自分について知り、自己理解
を深めた後には自然と自己ＰＲのコツがつかめるようになります。また、業界や職種への知識を増やすこと
で、自分自身の選択肢が多くなります。柔軟な職業観を培い、夢を実現するためのスキルを身につけていき
ます。文章力の向上や自己理解も目的としています。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 業界・職種説明
3. 採用担当者の思考を意識する
4. ビジネスマナー・メールマナー
5. 社会人基礎力
6. 自己分析Ⅰ
7. 自己分析Ⅱ
8. 自己分析Ⅲ
9. 自己分析Ⅳ
10. 履歴書とは
11. 履歴書の左半分(経歴)
12. 企業研究
13. 業界研究
14. 自己PR
15. まとめ

成績評価方法 100点満点として授業内レポート30点、授業への参加意欲等の平常点70点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考



科 目 名 就職講座Ⅱ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★書類作成や面接練習をくり返し就職活動に備える。

授 業 概 要
・

特 徴
企業応募用の書式で履歴書作成を行います。また面接練習を通して面接マナーを身につけ、自由に語ること
のできる素地を作りましょう。憧れの仕事に就くことができるよう、基本的な力を身につけることが目的で
す。どのような職種でも対応できる力が身につきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 履歴書の意味
3. 採用担当者の考え
4. SPIテスト対策
5. 履歴書作成①(志望動機)
6. 履歴書作成②(自己PR)
7. 履歴書作成③(趣味・特技・自由記入欄)
8. エントリーシートについて
9. 面接対策①(面接マナーについて)
10. 面接対策②(個人面接・集団面接)
11. 面接対策③(オンライン面接)
12. ノンバーバルコミュニケーション
13. スーツ着こなしセミナー
14. 面接対策セミナー
15. まとめ

成績評価方法 100点満点として授業内レポート30点、授業への参加意欲等の平常点70点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考

科 目 名 電気概論
担 当 教 員 未定

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★電気に関する基礎的な知識を習得する。
 ★実社会で役立つ電気の知識を習得する。
 ★利便性や危険性を理解し、電気を安全に使うことができるようにする。

授 業 概 要
・

特 徴
電気の基本となる現象と仕組み、法則、理論を学習します。
前期では、電気理論の最も基本的なオームの法則を中心とした直流回路の理論を、後期では、交流回路の理
論を学習します。
電気理論は広範囲にわたりますが、基本的な知識を幅広く身につけます。
難しいと思わず、前向きに知識を吸収してください。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 電気の正体/電気と電子
2. 抵抗、コンデンサその他電気部品の働き
3. 直流回路/電流、電圧及び電力
4. 直流回路の計算① オームの法則
5. 直流回路の計算② 合成抵抗
6. 直流回路の計算③
7. 直流回路の電力
8. 静電気、クーロンの法則
9. 電流と磁界① フレミングの法則
10. 電流と磁界② モータ、発電機
11. トランジスタ、ダイオードその他半導体
12. 電源回路
13. 電気の安全①
14. 演習
15. 試験

成績評価方法 100点満点とし、記述試験80点、授業への参加意欲20点として評価を行う。
使用教科書等
備 考



科 目 名 特殊無線養成講座
担 当 教 員 未定

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★国家試験の全体像（出題範囲と内容）を把握すること。
 ★手がけた問題の一つひとつを、各人の興味と力量に応じて、理解によって攻略するものと暗記によって
攻略するものとに分類すること。
 ★手がけた問題の概ね7割程度の問題について、自信をもって正答できること。

授 業 概 要
・

特 徴
第一級陸上特殊無線技士の取得を目指す講座の前編である。講義は無線工学の分野に的を絞り、過去の試験
問題の一回分を取り上げ半期をかけてゆっくりと解いて辿りながら解説を加えていく。法規の対策は諸君各
自の研鑽に委ね、家庭学習による暗記課題として設定する。なお本講座は資格取得を目指すかどうかを見極
めるために履修する者も多い。そのため解説もくどくペースが遅い。取得を決めた者は授業の進度にとらわ
れず先取りしてテキストに取り組んでもらいたい。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス（国家試験の概要と対策、授業評価）
2. 波の計算
3. デシベル
4. 多重無線
5. 電波の種類
6. 通信衛星
7. 変調と復調
8. 送信機と受信機①（用語整理、Ｓ/Ｎ比）
9. 送信機と受信機②（アナログ通信機）
10. 送信機と受信機③（デジタル通信機）
11. アンテナ①（線状アンテナ）
12. アンテナ②（反射鏡アンテナ）
13. 中継方式
14. レーダー
15. デジタルデータ

成績評価方法 筆記試験80点と提出課題20点の合計100点を満点として評価を行う。
使用教科書等 一陸特　無線従事者問題回答集　第一級陸上特殊無線技士、プリント配布
備 考

科 目 名 番組技術論Ⅰ
担 当 教 員 (株)TBSアクト：オリンピックなどの超大型中継番組・ドラマやバラエティー等、TBSの放送技術、美術のすべてを担当する企業。

授 業 形 態 1年次（後期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★今後の映像世界を担う学生へ、将来における映像技術の追求を促す。
 ★様々な番組ジャンル・役割に対して、映像技術や制作技法の基礎を学ぶ。
 ★番組制作における各部署の役割など現在行われている技術や知識を取得する。

授 業 概 要
・

特 徴
カメラマン・編集マン・ビデオエンジニア・音声・CG開発・VTRオペレーター等に従事するスタッフにとっ
て、映像機器とは大切な道具である。
これらを理解して使いこなすことが重要であり、プロのスタッフとして必須の条件である。
この授業では、テレビ業界で活躍している現役技術スタッフが授業を担当。
豊富な経験談を交えながら、各万軍にジャンルでの映像機器・設備と、そのメカニズムを学ぶ。
毎週担当業務の違うスタッフの授業によりバラエティに富んだ知識を取得できる。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 番組制作の現場とは（スタジオ編）①
3. 番組制作の現場とは（スタジオ編）②
4. 番組制作の現場とは（スタジオ編）③
5. 番組制作の現場とは（中継編）①
6. 番組制作の現場とは（中継編）②
7. 番組制作の現場とは（中継編）③
8. 番組制作の現場とは（ENG編）①
9. 番組制作の現場とは（ENG編）②
10. 番組制作の現場とは（ポスプロ編）①
11. 番組制作の現場とは（ポスプロ編）②
12. 番組制作の現場とは（音声編）①
13. 番組制作の現場とは（CG開発編）①
14. 番組制作の現場とは（その他）
15. 試験・まとめ

成績評価方法 筆記試験と参加意欲
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考



科 目 名 アビッド編集
担 当 教 員 星野　晃：（株）ビデオスタッフを経て、映画・テレビドラマの映像編集を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★ノンリニア編集システムである「Avid」の基本操作と編集の考え方を習得する。

授 業 概 要
・

特 徴
業界標準の編集ソフト｢Avid｣を使用して基本操作から総合課題として自主作品を編集することにより、オペ
レーションと編集テクニックを習得します。PCを使用したノンリニア編集ではカットの追加・削除・並べ
替えが容易に出来るところや、色を変えたり速度の変更などエフェクトが簡単にオペレーション出来ること
がメリットと言われています。将来編集を目指す人はもちろん、それ以外の人でも編集を理解することで撮
影のスキルアップが見込める授業内容です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 基本操作（素材取り込み・上書き・挿入・削除）〈前半グループ〉
3. 基本操作（素材取り込み・上書き・挿入・削除）〈後半グループ〉
4. モーションエフェクト・マッチフレーム・静止画〈前半グループ〉
5. モーションエフェクト・マッチフレーム・静止画〈後半グループ〉
6. ピクチャー・イン・ピクチャー合成・キーフレーム〈前半グループ〉
7. ピクチャー・イン・ピクチャー合成・キーフレーム〈後半グループ〉
8. タイトルツール〈前半グループ〉
9. タイトルツール〈後半グループ〉
10. トリム・スプリット・クイックトランジション・カラーエフェクト〈前半グループ〉
11. トリム・スプリット・クイックトランジション・カラーエフェクト〈後半グループ〉
12. 総合復習〈前半グループ〉
13. 総合復習〈後半グループ〉
14. 実技試験〈前半グループ〉
15. 実技試験〈後半グループ〉

成績評価方法 100点満点として、実技試験40点・技術の習得度30点・授業への参加意欲等の平常点30点で評価を行う。
使用教科書等
備 考 実技試験で一定の基準を満たせば「学内資格」を認定

科 目 名 After EffectsⅠ
担 当 教 員 大野　一樹：広告動画編集、テレビ番組編集などで活躍しているフリーランスエディター

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★After Effectsの基本操作を理解する。
 ★テロップデザインから動画の書き出しを修得する。
 ★見ていて気持ちのいいモーションを理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
映像業界で広く使われている映像編集ソフト、After Effectsの初級者向け講座。
他のソフトウェアでは付けられないモーションから、3Dのテロップも作れるようにします。

複雑なソフトのAfterEffectsは自己学習がとても重要なので、
リモートでの課題提出の日も設けます。
（※YouTubeなどで AfterEffectsのチュートリアル動画を視聴、感想をオンラインで提出。）

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. AE基礎１
3. AE基礎２
4. リモート課題①
5. AE基礎３
6. AE基礎４
7. AE基礎５
8. リモート課題②
9. AE基礎６
10. AE基礎７
11. AE基礎８
12. AE基礎９
13. リモート課題③
14. AE基礎10
15. 試験

成績評価方法 100点満点とし、実技試験40点、技術の習得度30点、平常点（授業への参加意欲、課題の提出）30点で評価を行う。
使用教科書等 プリント配布
備 考 ※リモート課題の日程は前後する可能性があるため、都度お知らせします。



科 目 名 ENG基礎
担 当 教 員 杉本　貴史

授 業 形 態 １年次 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★ ENGカメラの各部動作原理を理解する。
 ★ ENGカメラとロケミキサーを接続し、収録可能な状態に一人で出来るようになる。

授 業 概 要
・

特 徴
ENGとは、Electric News Gatheringの略で、直訳すると電子取材です。これは、1970年代初期、それ
までフィルムカメラで行われていたニュース取材を小型TVカメラと小型VTRによる取材方式に変わったと
きに生まれた用語です。この授業では、プロユースのハンディーカメラ、三脚、モニターのセットアップの
実践テクニックと各スイッチの動作及び原理を実習を通して理解していきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. カメラと三脚の取り扱い方の注意点
3. 三脚各部の説明と理解
4. 三脚とカメラのセットアップ
5. 撮影実習①（フォーカス・パン・ズーム）
6. ホワイトバランス
7. アイリスとNDフィルター
8. 撮影実習②（アイリスフォロー）
9. タイムコードとマイク設定
10. レンズの理解とバックフォーカス調整
11. 被写界深度とマクロ機能の理解
12. 撮影実習③（お天気リポート）
13. 撮影実習④（ハンディー）
14. ミキサーのセットアップ
15. 筆記試験

成績評価方法 平常点／実技試験／内容の理解度・習得意欲等の平均点
使用教科書等 プリント配布
備 考 試験で一定の基準を満たせば「学内資格」の認定　動きやすい服装、運動靴など実習に相応しい服装で授業に参加すること。

科 目 名 イベントワークショップⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
担 当 教 員 学科担当

授 業 形 態 １年次・2年次 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 15もしくは30

授業到達目標  ★ほかのスタッフとのコミュニケーションの取り方を学ぶ。
 ★イベントを通して機材の応用的な使い方を理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
入学式や音楽ライブイベント、配信イベント等の技術スタッフ（スイッチャー、カメラ、VE、VTR、ミキサー、
音声、カメラアシスタント、テロップ他）として、授業で習得したことをベースに、より現場に近いイベン
ト会場で、実際にケーブルの布線の仕方やカメラ操作を実践形式で学ぶ。また、各役割の大切さやコミュニ
ケーションの取り方も習得する。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
※各イベントごとにスタッフを募集します。
※履修登録の段階では選択することができません。
※各イベントごとに説明会を実施予定

①スタッフ決め・役割理解・分科会（イベント内容に沿ってスタッフを決め、各自ミーティング）
②機材選定・システム構築（企画や演出に沿った機材を選び機材表を記入、システム構成に必要
な系統図を書く）

③機材仮組み・システム確認（機材表と系統図をもとに仮でシステムを構築する）
④他セクションとの技術打ち合わせ（本番当日及び本番までの期間に他セクションと技術的な打
ち合わせを行う）

⑤技術リハーサル（本番さながらにリハーサルを行い最終チェックをする）
⑥イベント本番（本番は２～６回行う場合があります）
⑦反省会・プレビュー会（収録した本番映像をプレビューし次に活かす反省点を共有する）

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点
使用教科書等
備 考 ※現地までの交通費は自己負担となります。



科 目 名 映像テクニックⅠ
担 当 教 員 杉本　貴史

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★映像スタッフとして必要な基礎知識を習得する。
 ★マルチ収録スイッチングシステムのオペレーションの基礎を理解する。
 ★技術セクション以外の演出、美術用語を理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
カメラマン、ビデオエンジニア、編集を目指す人は、一般的に技術スタッフと呼ばれるセクションに位置します。「視
聴者に解りやすく見てもらうには」「感動を伝えるには」「綺麗な映像を撮るには」、演出スタッフを中心にアイデアを
出し合い、1つのカットに演出、技術、美術というスタッフがそれぞれの立場からの想いを盛り込むことが重要です。
この授業は前半は、技術以外の演出、美術スタッフの仕事内容を理解することから始まり、技術スタッフに必要な基礎
知識を講義形式で解説していきます。後半はグループに分かれ、実習形式でマルチカメラのスイッチングシステムの構
築からオペレーションの基礎を理解し、簡単な音楽番組収録を通じ技術スタッフとして大切なスキルを身に付けます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 番組制作の現場から放送されるまで
3. 番組制作スタッフの構成・役割
4. 技術スタッフに必要な演出用語・美術用語
5. モンタージュ理論
6. 4K、8KとHDR
7. 映像技術スタッフの実践テクニック①（マルチカメラシステムの構築）
8. 映像技術スタッフの実践テクニック②（スイッチングとカメラワーク）
9. 音楽番組収録準備（カット割り及び台本制作）
10. 音楽番組収録実習①
11. 音楽番組収録実習②
12. プレビュー /反省会
13. まとめ

成績評価方法 技術の習得度40点・授業への参加意欲等の平常点60点　合計100点で評価する。
使用教科書等 資料等のプリントを適宜配布する。
備 考 実習授業は動きやすい服装で参加する。

科 目 名 映像表現ゼミⅠ
担 当 教 員 杉本　貴史・松本　侑樹

授 業 形 態 1年次（後期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★映像作品から技術的アプローチを探る
 ★最新機材を用いて技術のスキルアップを目指す
 ★職種やジャンルを問わず様々な技術をグループに分かれてトレーニングする
 ★コンテスト用の映像制作

授 業 概 要
・

特 徴
様々な映像作品から機材や技術的アプローチを検討し、実際にシステム構築や機材のオペレーションをグ
ループに分かれて行うことで再現を目指す。Sonyα7Ⅲでの撮影、Davinci Resolveでの編集・カラーグレー
ディング、Roninのオペレート、BlackMagicの中継システムで運用する番組制作を予定。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 映像作品研究
3. 最新機器紹介
4. InetrBeeについて
5. 一眼レフカメラ①
6. 一眼レフカメラ②
7. ジンバル①
8. ジンバル②
9. カラーグレーディング①
10. カラーグレーディング②
11. 中継システム①
12. 中継システム②
13. 映像制作①
14. 映像制作②
15. 映像制作③

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点
使用教科書等
備 考



科 目 名 映像ワークショップ
担 当 教 員 中西　紀雄：日本放送協会に所属し、『NHKスペシャル 大アマゾン 最後の秘境』をはじめ、数多くのドキュメンタリー番組の撮影を手がける、実務経験のある教員

授 業 形 態 1年次（短期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 15

授業到達目標  ★「ドキュメンタリー番組におけるカメラマンの役割と撮影技術」をテーマにドキュメンタリーや報道番組
における考え方やモンタージュなど、技術者として関係する技術や知識を習得する。

授 業 概 要
・

特 徴
最終的には視聴者に伝えるのが番組です。その番組制作において技術者は撮影機材や音声・照明機器・編集
機器などのハードオペレーションを潤滑におこなうだけではなく、豊かな感性で「伝える」という意識を常
に持ち制作に関わる必要があります。
この講座では、番組制作の考え方やモンタージュ等の理論も含め、技術者として「知識」「技術」「感性」を
磨き向上させることを目的とします。
講義では、ある撮影現場を想定し、自ら映像をモンタージュ出来るスキルや、映像文法を理解し撮影や編集
の引き出しを増やすなど、実践形式で技術者としての知識と技術を獲得します。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス、講座の内容について
2. 番組制作における技術者の役割とは　「技術と感性」の
3. 番組制作への関わり方カメラマンの役割　５W１Hの重要性を考える
4. 撮影設計「ポジションとアングル」
5. 映像文法を理解する（たくさんの引き出しを持つ）
6. ENG実習・プレビュー

成績評価方法 レポート／内容の理解度・習得意欲
使用教科書等 プリント等の配布
備 考

科 目 名 音声基礎実習
担 当 教 員 稲生　力・大澤　竜哉

授 業 形 態 1年次（前期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★ケーブルの仕組みや信号伝送について理解し、ケーブル巻き（8の字巻）を修得する。
 ★マイクロフォンの種類や構造の基本を理解する。
 ★ポータブルミキサーの使用法を修得する。
 ★テレビカメラ、ミキサー、マイクロフォンを接続し、実際の音声収録技術を修得する。

授 業 概 要
・

特 徴
テレビ放送は映像と音声が融合するコンテンツです。音声の無いテレビ放送は成立しません。そして、その
出演者の声やその場所の音、効果音、音楽などを視聴者の耳に届けるのが「テレビ音声」です。
特に近年はカメラアシスタントが音声業務も行うことが多く、それにまつわる知識や技術は必要不可欠なも
のとなっています。
この講座では、ポータブルミキサーの使用法を中心に、音声収録技術の基礎を修得することを目的とした科
目です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 音の三要素について
3. コネクターとケーブルの種類、仕組みについて
4. ケーブル巻きについて
5. ガンマイクについて
6. ポータブルミキサーについて
7. ガンマイクとミキサーの接続について
8. ハンドマイクとピンマイクについて
9. ピンマイクとミキサーの接続について
10. テレビカメラの音声設定について
11. ポータブルミキサーとテレビカメラの接続について
12. ガンマイク、ピンマイクのミキシングと収録について
13. 中継用ミキサーについて
14. 収録後の処理について
15. 記述試験

成績評価方法 100点満点として、記述試験30点・授業への参加意欲等の平常点70点で評価を行う。
使用教科書等 無し
備 考 グループを分けて実施の場合あり



科 目 名 カメラワーク実習
担 当 教 員 堀内　和人

授 業 形 態 1年次（後期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★スタジオカメラ・クレーンカメラ・ハンディカメラの確実な操作方法を修得する。
 ★フォーカス・ズーム、各フォロー動作の操作方法を修得する。
 ★テレビカメラの内部構造を理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
アシスタントからカメラマンになれるチャンスは、いきなりやってきます。そのチャンスを一つずつクリア
し、ステップアップを果たしながら、幅広く活躍する一人前のカメラマンに上達していきます。
この授業は、細かな撮影テクニックのノウハウを身に着けながら、的確な操作技術を修得し、就職してから
のそのチャンスをものにするための「技」をトレーニング。本校テレビスタジオを使用しての、テレビスタ
ジオの大型テレビカメラの操作方法を中心とした、体と頭を使う実習授業の応用編。更なる上達を目指しま
しょう。（下記授業計画は、履修者数や理解・習熟度等を勘案し、変更する可能性もあります）

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス　履修に関する諸注意・成績評価方法・授業の内容の説明等
2. ペデスタルドリーの基本操作トレーニング　復習①
3. ペデスタルドリーの基本操作トレーニング　復習②
4. テレビカメラ用レンズの仕様性能とメカニズム
5. フォロー・ズーム・フォーカスの複合トレーニング①
6. 人物と指定サイズの撮影トレーニング
7. バックフォーカスの調整実習　番組制作の準備方法
8. スタジオカメラのスムーズな移動（応用動作）トレーニング
9. エンターテインメントに関わる最新技術を知り、最新機材に触れる
10. 台本の読み方・書き方
11. ドラマのカメラワークトレーニング①
12. ドラマのカメラワークトレーニング②
13. 人物と指定サイズの撮影トレーニング①
14. 人物と指定サイズの撮影トレーニング②
15. 試験とまとめ

成績評価方法 100点満点として、習得度10点・記述試験40点・レポート25点・授業への参加意欲等の平常点25点で評価を行う。
使用教科書等 必要資料を、適宜配布する
備 考 動きやすい服装（比較的軽装）・運動靴など、体を使った実習に相応しい服装で授業に参加する事　運動が伴う内容が含まれるため、体調が良くない学生は、事前に遠慮なく担当教員に申し出る事　授業初回や適宜行われるアドバイスに従い、かつ、注意事項を厳守する事　

科 目 名 校外学習Ⅰ
担 当 教 員 学科担当

授 業 形 態 1年次（通年） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★映像技術の機材の展示や企画展に参加し、最新の映像技術に触れる。
 ★様々な芸術鑑賞を通し、見聞を広げ、センスを磨いてもらうことを目的とします。

授 業 概 要
・

特 徴
放送機器や映像機器、最新鋭のライブやXR技術の企画展や見学を通じて体験する。映像技術に関する見識
を広げて技術の好奇心を高め、最先端技術に敏感になってほしいです。見学または鑑賞後は技術に関するレ
ポートを提出する。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. ライブ・エンターテイメントEXPO
3. XR総合展
4. NHK放送技術研究公開
5. InterBee①
6. InterBee②
7. IMAX映画鑑賞 4K IMAX®レーザー /GTテクノロジー
8. 東京eスポーツフェスタ
9. TBSアクト　TRC倉庫見学

成績評価方法 校外学習参加後レポート提出100点
使用教科書等
備 考 目的地への交通費は自費となります



科 目 名 スキルアップゼミⅠ
担 当 教 員 学科担当

授 業 形 態 1年次（短期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★番組制作における、技術のスキルアップと進行の流れを理解する
 ★スタジオワークにおけるスイッチャーやカメラ、システムを理解する
 ★他セクションの仕事内容を理解し、コミュニケーションの重要性を学ぶ

授 業 概 要
・

特 徴
体験入学及び学校の募集イベントの技術スタッフ（スイッチャー、カメラ、VE、CG、カメラアシスタント、
テロップ他）として、授業で習得したことをベースに、スタジオ等で実際にカメラワークやケーブルの布線
の仕方、CG準備、カメラ調整、テロップだしの方法を学ぶ。また、各セクションの仕事の理解やコミュニケー
ションの取り方も習得する。イベント前には番組内容の確認や技術オペレーションの練習を行う。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
※各イベントごとにスタッフを募集します。
※履修登録の段階では選択することができません。
※各イベントごとに説明会を実施予定

①スタッフ決め・役割理解・分科会（イベント内容に沿ってスタッフを決め、各自ミーティング）
② 機材選定・システム構築（企画や演出に沿った機材を選び機材表を記入、システム構成に必要な系統図
を書く）

③機材仮組み・システム確認（機材表と系統図をもとに仮でシステムを構築する）
④ 他セクションとの技術打ち合わせ（本番当日及び本番までの期間に他セクションと技術的な打ち合わせ
を行う）

⑤技術リハーサル（本番さながらにリハーサルを行い最終チェックをする）
⑥イベント本番（本番は２～６回行う場合があります）
⑦反省会・プレビュー会（収録した本番映像をプレビューし次に活かす反省点を共有する）

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点
使用教科書等
備 考

科 目 名 スタジオワーク実習
担 当 教 員 (株)テイクシステムズ：テレビ朝日のレギュラー生番組、スポーツ中継番組、歌番組等の番組制作技術を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★スタジオカメラ・クレーンカメラの基本操作方法を修得する。
 ★操作における、体の使い方や力の与え方を修得する。
 ★番組制作におけるカメラマンの役割、ワークフローを理解する。
 ★実践に近づけた実習を行い、初級カメラワークを出来るように訓練する。

授 業 概 要
・

特 徴
スタジオ撮影におけるカメラ機材の特徴と役割の知識習得、安全にスムーズに機材を取り扱うための理由を
学ぶ。
撮影の基礎おける座学、技術を修得する。就職してからの将来、その基礎能力を発揮できるような実習を目
指す。
本校テレビスタジオを使用して、テレビスタジオ大型テレビカメラの操作方法を体と頭を使って実習する。
実際にスタジオカメラ機材に触れ、皆で考える授業。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス　履修に関する諸注意・成績評価方法・授業の内容の説明等　講師と履修予定者との質疑等
2. 講師紹介　履修学生紹介　そもそもスタジオ撮影とは？ テレビスタジオの機材に関する説明
3. スタジオカメラの構成機器　レンズ・カメラヘッド・フリクション・ペデスタルドリーの機構と操作
4. カメラケーブルの役割・カメラケーブルの巻き方に関する説明・実習　サブ（副調整室）の説明
5. 撮影サイズ座学、実習
6. ペデスタルドリー・パンとチルトの操作　ズームとフォーカスの操作の基本操作実習
7. スタジオカメラ・クレーンカメラの撮影方法に関する説明・実習
8. 練習用番組に向けてのトレーニング
9. 練習用番組に向けてのトレーニング
10. 練習用番組収録
11. 練習用番組収録
12. 練習用収録番組プレビュー会
13. まとめ　各自の振り返り発表　振り返りレポート作成

成績評価方法 技術の習得度・授業への参加意欲等の平常点で評価を行う。
使用教科書等 必要資料を、適宜配布する
備 考 体を使った実習に相応しい服装、運動靴、作業用手袋（感染対策含む）を用いて授業に参加する事　運動が伴う内容が含まれるため、体調が良くない学生は、事前に遠慮なく担当教員に申し出る事　授業初回や適宜行われるアドバイスに従い、かつ、注意事項を厳守する事



科 目 名 テレビ照明
担 当 教 員 副島　照礼

授 業 形 態 1年次（短期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 15

授業到達目標  ★照明を扱うために必要な基礎知識、電気、器具の種類、光の特性を理解する
 ★各種、照明機材の取り扱い方法及び注意事項を習得する
 ★簡単なライティングテクニックを経験する

授 業 概 要
・

特 徴
番組制作や報道取材などで、最低限必要な知識を学んでいきます。電気の種類の違い、カメラと光の関係、
照明機材の使用方法、シチュエーションに合わせた照明技法の経験をします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 電源の種類
2. 光源の種類
3. 光の色と色温度
4. カメラと光の関係
5. 被写界深度
6. 各種照明機材の取り扱い方法
7. 各種フィルターの使用方法
8. ライティングテクニック

成績評価方法 授業への参加意欲等の平常点で評価を行う。
使用教科書等 なし
備 考 短期集中講座になります

科 目 名 テレビ中継実習
担 当 教 員 （株）TBSアクト：オリンピックなどの超大型中継番組・ドラマやバラエティー等、TBSの放送技術、美術のすべてを担当する企業。

授 業 形 態 1年次（後期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★中継機材を運用して実習を行いながら中継番組制作技術の基礎を学ぶ。
 ★カメラワーク、バラシSWerシステム、VE、音声、IP中継等の基礎を習得させる。
 ★最近のIP中継を取り入れた中継や４K中継の講義を通じて中継技術を学ぶ。特に中継におけるチームワー
クの重要性を学ばせたい。

授 業 概 要
・

特 徴
バラシ中継（SWer6映像入力,カメラ3台、IP中継2現場受信、VTR、AUDIO）のシステムを組んでお天気
中継制作を学生自身で行う。中継番組制作技術の現場での基礎を学ぶ。マイクロ送信技術やIP中継機材を活
用して、学校から離れた現場での入り中継。最終日の授業でお天気中継制作LIVE中継を目標として実習を重
ねる。クラスのチームワークの重要性も学ばせたい。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 中継全般講義＋VHF無線実習
2. STCガイダンス＋STC実習
3. マイクロ実習＋VHF無線実習＋お天気中継ガイダンス
4. 中継システム実習
5. 中継カメラの基本とIP中継カメラの基本ガイダンス
6. 音声MIX講習＋中継システム実習
7. 中継システム実習
8. ４K講習＋中継システム実習
9. 中継システム実習
10. お天気中継担当役割決定　各所打ち合わせ
11. 中継システム実習＋IP中継実習
12. お天気中継技術リハーサル
13. お天気中継LIVE本番

成績評価方法 1.参加意欲70点　2.目標達成度（基本技術習得の度合い）20点　3.チームワークの評価10点
使用教科書等 なし
備 考 チームワークを目的とする実習中心の授業。テストは行いません。最終日の番組制作本番の評価と協調性が評価対象。



科 目 名 PCスキルアップ
担 当 教 員 内野　麻由美：コンピューターメーカー勤務。企業研修や一般向けPC教室の講師を担当している実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★Wordを使用して文字入力・文書編集操作方法を習得する。
 ★Power Pointを使用してプレゼン資料の作成を習得する。
 ★ Excelを使用して計算式の入力・グラフの作成・データベース機能を習得する。
 ★Photoshop・Illustratorの基本操作を修得する。

授 業 概 要
・

特 徴
ビジネス文書・企画書・決算書・プレゼン資料・フライヤーなど書類の大部分はパソコンで作成します。業
界は勿論、他業種の企業においてもパソコンスキルは社会人として必須と言えます。
この授業では、それぞれのソフトの基本的な操作を習得し更に効率よく作業ができる操作方法を解説してい
きます。毎回課題を作成しながら社会に出てすぐに役立つようなスキルを身につける授業です。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. Word　基本操作
3. Word　ビジネス文書作成
4. Power Point　スライドの基本操作
5. Power Point　効果的なスライドの作成
6. Excel　基本操作・計算式の入力
7. Excel　関数の入力・グラフの作成
8. Excel　データベース機能
9. Excel　作表の応用
10. Photoshop　基本操作
11. Photoshop　素材の取込み・加工
12. Illustrator　基本操作
13. Illustrator　オブジェクトの描画①
14. Illustrator　オブジェクトの描画②
15. 課題作成・提出

成績評価方法 100点満点として提出課題90点、授業の理解度10点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考

科 目 名 ビジネスマナー
担 当 教 員 （株）アルノ：自動車メーカーにて宣伝販促業務に携わり、その後、様々な業種業界の人材育成に関わっている実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★ビジネスマナー、コミュニケーションの重要性を認識し、社会人に向けて好感度の高いスキルを体得する。

授 業 概 要
・

特 徴
マナーやビジネスコミュニケーションの「なぜ？」に対して的確な答えを持ち、受講者が理解納得し、即行
動に移せる講義内容が特徴です。学生としてのあるべき姿、また、将来のありたい姿などに向けて、受講者
ひとりひとりの強み弱みを把握し、的確にアドバイスします。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス、講座内容について
2. ビジネスマナーの必要性とコミュニケーションの原理原則
3. キャリアデザインと意味づけ力
4. 第一印象の重要性と好印象を目指す10項目①
5. 第一印象の重要性と好印象を目指す10項目②
6. プラスイメージが伝わる敬語と言葉遣い①
7. プラスイメージが伝わる敬語と言葉遣い②
8. コミュニケーション能力が身につく話の聴き方
9. 簡潔で分かりやすい話し方①
10. 簡潔で分かりやすい話し方②
11. 自信がつく電話対応
12. 就職活動に向けて「選ばれる人財」になる（行動編）
13. 社会人基礎力(3つの能力と12の能力要素)とは
14. マナー力のある学生へのアクションプラン策定
15. テスト、まとめ、質疑応答

成績評価方法 授業内容の習熟度と理解度…20点、テスト…60点　実習およびレポート点…20点
使用教科書等
備 考



科 目 名 ビデオ制作
担 当 教 員 松本　侑樹・杉本　貴史

授 業 形 態 1年次（前期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★番組制作のテクニックと、制作系業務の理解と連携を学ぶ。

授 業 概 要
・

特 徴
番組・作品制作は、当然一人では不可能であり、様々なスタッフと協力と努力の下に達成されるものです。
また、カメラマンといってもカメラをオペレートする能力・知識だけでは一人前のスタッフとは言えません。
手段や方法が違っても各々のスタッフの表現方法やその目的が一致して初めて視聴者に効果的な良い作品づ
くりが可能となるのです。この授業は、カメラマンに必要な映像テクニックのほかに、他のスタッフの業務
やそれに関わる知識をグループワークを通して学びます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 番組編成の知識・各スタッフの役割
3. 機材の取り扱い
4. 撮影に慣れよう
5. ホワイトバランス・音声機材
6. カメラワークとイマジナリーライン
7. 作品制作会議
8. 台本・画コンテづくり
9. 作品制作①
10. 作品制作②
11. 作品制作③
12. 作品制作④
13. 作品制作⑤
14. 作品制作⑥
15. 作品合評会

成績評価方法 作品提出／内容の理解度・習得意欲等の平均点
使用教科書等 プリント配布
備 考

科 目 名 VE実習Ⅰ
担 当 教 員 （株）TBSアクト：オリンピックなどの超大型中継番組・ドラマやバラエティー等、TBSの放送技術、美術のすべてを担当する企業。

授 業 形 態 1年次（後期） 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★複数台の放送用カメラと簡易スイッチャーを中心にしたシステム構築の手法を習得する。
 ★システム構築時に扱っている信号の種類を理解する。
 ★ビデオカメラの特性を理解し、基本的なカメラ調整を身につける。

授 業 概 要
・

特 徴
実習で使用する機材を理解し、系統図等の参考資料を参考に、機器配置から結線までを班ごとに行います。
また、機材撤収の段取りを理解し、スピーディーな撤収作業を体験します。
カメラ調整トレーニング時には、一人でカメラの基本的な調整をおこないます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス　及び　ＶＥ業務に関しての説明
2. システム構築トレーニング　映像回線の結線①
3. システム構築トレーニング　映像回線の結線②
4. システム構築トレーニング　連絡系回線／TALLYの結線①
5. システム構築トレーニング　連絡系回線／TALLYの結線②
6. システム構築トレーニング　収録・伝送系の結線①
7. システム構築トレーニング　収録・伝送系の結線②
8. カメラ調整について　調整手順・調整方法・モニター監視
9. カメラ調整　モニター＆グレースケール調整①
10. カメラ調整　モニター＆グレースケール調整②
11. カメラ調整　DTL調整・トーン合わせ
12. カメラ調整　復習＆微調整を含めた手法について
13. 「映像基礎」授業資料からVE関連項目を復習
14. システム構築トレーニング　復習＆デジタル回線での結線
15. テスト

成績評価方法 ①実習時に積極的に参加しているか、準備・撤収を率先しておこなっているか等の積極性：3割　②興味を持って授業に参加しているか等の真剣度：4割　③テスト等を活用した理解度：3割

使用教科書等
備 考



科 目 名 フォトショップ
担 当 教 員 ㈱東京サウンドプロダクション：主にテレビ朝日の撮影・編集・MAに携わり、映像編集では「アメトーーク!」に関わっている実務経験のある教員。

授 業 形 態 1年次 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★デジタル画像処理の基本を習得する。ポストプロダクション業務に必要な画像加工・演出技法を習得する。

授 業 概 要
・

特 徴
近年、映像技術の高度化によって、映像表現の幅が広がりつつある中、映像を加工しデザインできる表現力
が必要とされてきています。特にポストプロダクション業務では映像をつなぐこと以外にも、写真やイラス
トを加工し映像に使ったり、テロップをデザインすることが重要な要素となってきています。この授業では
フォトショップの基本操作を学びながらポストプロダクション業務に必要な画像処理のテクニックを学んで
いきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス／Macの基本操作について
2. フォトショップの基本操作（写真素材を取り込み、解像度を変更し、保存する）
3. 画像の色調補正／ドキュメントの新規作成
4. 選択範囲をマスターする
5. フィルターを使って画像を加工しよう
6. フォトショップの構成画面を理解する
7. 実践編：画像の切り抜きに挑戦しよう
8. 実践編：テロップのデザインを作ろう 前編
9. 実践編：テロップのデザインを作ろう 後編
10. 実践編：背景画像やタイトルベースを自作する
11. 実践編：レイヤーを活用しよう
12. 実践編：背景画像やタイトルベースを自作する
13. 実践編：地図イラストを作ろう 前編
14. 実践編：地図イラストを作ろう 後編
15. 課題製作

成績評価方法 授業の参加意欲等の平常点で評価を行う
使用教科書等 プリント配布
備 考

科 目 名 Premiere Pro
担 当 教 員 松本　侑樹

授 業 形 態 1年次 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★Macの基本操作やショートカットを学ぶ。
 ★実際の現場で使われている編集テクニックの習得。
 ★オリジナルのMVの制作。

授 業 概 要
・

特 徴
本授業ではMacBookProでAdobeのノンリニア編集ソフト「Premiere Pro」を使用し、基本的な3点編集
からグリーンバックを使用した合成編集まで、実際にプロの現場でもよく使われるエフェクトやテクニック
を学びます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. Macに慣れよう・Premiere Proとは
3. Macの基本操作・Premiere Proのワークスペース
4. カット編集・3点編集
5. クリップのコピー・カット・ペースト、ショートカット
6. ビデオトランジション（ディゾルブ・スライド・ページピール）
7. ビデオエフェクト（モザイク・モノクロ・レンズフレア・クロップ）
8. テキスト（テロップ）
9. キーフレーム（アニメーション）
10. クロマキー合成・オーディオ設定
11. カラーコレクション・カラーグレーディング
12. 課題制作①撮影
13. 課題制作②編集
14. 課題制作③編集
15. 課題制作④編集

成績評価方法 課題提出／内容の理解度・習得意欲等の平均点
使用教科書等 プリント配布
備 考



科 目 名 ロケーション番組制作
担 当 教 員 石原　秀一・瀧澤　将師

授 業 形 態 1年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 90

授業到達目標  ★企画から編集まですべての工程を経験し、ロケーション番組づくりのプロセスを学ぶ

授 業 概 要
・

特 徴
完パケという大きな目標に向かって、班員が力を合わせてひとつの番組作りに挑戦する。条件は【10分間
のオールロケーション番組】。オールロケ、つまり屋外や外部のお店、施設などテレビスタジオを飛び出し
制作する番組。この実習ではロケーション番組制作に必要な、企画づくり、台本作成、キャスティング、リサー
チ、ロケハン、撮影許可取り、撮影、そして編集とすべての工程を経験する。制作の仕事はもちろん、映像、
音声、照明、美術と多くの役職を学ぶことで自身のスキルを幅広く向上しましょう。また質が高い作品は「専
門学校映像フェスティバル」に出展する。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 班割り～企画会議①
3. 企画会議②（企画決定）～企画書作成
4. 企画書提出～台本作成
5. ロケハン・撮影許可書などの確認
6. ロケ準備・最終許可・使用機材の確認
7. ロケーション①
8. ロケーション②
9. ロケーション③
10. ロケーション④
11. 編集①
12. 編集②
13. 編集③
14. 編集④
15. プレビュー・講評

成績評価方法 ◆100点満点とし配分は次の通り　作品評価：50点　撮影参加：30点　参加意欲や習得意欲等の平常点：20点
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する
備 考 ※ロケの交通費等、一部自己負担となる場合があります



科 目 名 芸術鑑賞
担 当 教 員 関谷　信浩

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 60

授業到達目標  ★作品の鑑賞を通して、作り手としてのアイデンティティの確立を目指します。また映像の担い手として、
知っておかなければならない(または知っておいた方が良い)基礎知識の習得も重要な目標となります。

授 業 概 要
・

特 徴
まずは授業の冒頭で、その日に鑑賞する作品の時代背景や客観的な評価を中心に解説した後に、その作品を
鑑賞します。ここまでがこの授業の「インプット」に該当し、その後に「アウトプット」として鑑賞作品に
ついてのレポートを提出してもらいます。この「インプット」と「アウトプット」を繰り返すことにより、
作品を観る眼と考える力を養います。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 映像に於ける主観と客観～岩井俊二作品より
2. ハリウッド式三幕構成とは
3. パンフォーカスは映画表現の何を変えたのか？
4. イマジナリーラインを無視した男～小津安二郎作品より
5. 哲学と映画①(ニーチェとキューブリック)
6. 哲学と映画②(胡蝶の夢とアニメーション)
7. モキュメンタリーとドキュメンタリー
8. 舞台演劇の新手法「ゲキシネ」
9. 映画的手法を拒否した男～『病院で死ぬということ』
10. プロデューサーの視点で映画を語ろう
11. 長廻し映画の陶酔～タルコフスキー作品より
12. メタファーと劇中劇～『パーフェクトブルー』
13. 韓国映画の実力を知ろう
14. インド映画の実力を知ろう
15. イラン映画の実力を知ろう

成績評価方法 基本的にはレポート提出数で成績を評価します。※授業を欠席するとレポートを提出出来ないので、成績評価に影響します。
使用教科書等
備 考

科 目 名 就職講座Ⅲ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★実際の就職活動に備え実践力を身につけます。

授 業 概 要
・

特 徴
就職活動を目前に控え、より実践的な力が求められている時期です。「就職講座Ⅰ・Ⅱ」で培ってきた力を
活かし、積極的に就職活動に取り組むことを目的としています。焦りや不安の生じる時期ですが、自分のペー
スで活動していきましょう。研修や就職に向けて心構えをする機会でもあります。社会人として即戦力とな
れる基礎の力を身に付けて下さい。また、学内企業説明会を通じて企業と接点を持つことで、採用に繋げて
もらいます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス／報告書類について
2. 昨年度の就職状況について
3. 企業訪問・企業説明会について
4. ＤＭによる活動の仕方
5. 業界が求める人材
6. 面接試験対策①
7. 面接試験対策②
8. 面接試験対策③
9. 社会人としての心得①
10. 社会人としての心得②
11. 学内企業説明会①
12. 学内企業説明会②
13. 学内企業説明会③
14. 学内企業説明会④
15. まとめ／就活調査アンケート

成績評価方法 100点満点として授業内レポート20点、授業への参加意欲等の平常点80点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考

選択



科 目 名 番組技術論Ⅱ
担 当 教 員 （株）TBSアクト：オリンピックなどの超大型中継番組・ドラマやバラエティー等、TBSの放送技術、美術のすべてを担当する企業。

授 業 形 態 2年次（前期） 必／選 必修 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★様々な番組ジャンル・役割に対して、映像技術や制作技法の基礎を学ぶ。
 ★番組制作に行ける各部署の役割など現在行われている技術や知識を取得する。
 ★自身の将来の目標が定められる様に詳細を理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
カメラマン・編集マン・ビデオエンジニア・音声・CG開発・VTRオペレーター等に従事するスタッフにとって、
映像機器とは大切な道具である。
これらを理解して使いこなすことが重要であり、プロのスタッフとして必須の条件である。
この授業では、テレビ業界で活躍している現役技術スタッフが授業を担当。
豊富な経験談を交えながら、各万軍にジャンルでの映像機器・設備と、そのメカニズムを学ぶ。
毎週担当業務の違うスタッフの授業によりバラエティに富んだ知識を取得できる。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 番組制作の現場とは（スタジオ編）①
3. 番組制作の現場とは（スタジオ編）②
4. 番組制作の現場とは（スタジオ編）③
5. 番組制作の現場とは（中継編）①
6. 番組制作の現場とは（中継編）②
7. 番組制作の現場とは（中継編）③
8. 番組制作の現場とは（ENG編）①
9. 番組制作の現場とは（ENG編）②
10. 番組制作の現場とは（ポスプロ編）①
11. 番組制作の現場とは（ポスプロ編）②
12. 番組制作の現場とは（音声編）
13. 番組制作の現場とは（CG開発編）
14. 番組制作の現場とは（その他）
15. 試験・まとめ

成績評価方法 筆記試験50点満点／出席点満点50点（欠席1回に付きマイナス3点）
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考

科 目 名 フォローアップゼミ
担 当 教 員 就職担当

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 30

授業到達目標  ★各自の希望に合致する就職先の実現を目指します。

授 業 概 要
・

特 徴
就職講座で培ってきた書類作成や面接のスキルを、実際の就職活動に生かしていきます。最新の求人情報を
告知し個別面談も実施していきますので、各自の希望に合致する就職先の実現を目指せます。履歴書の見直
しや面接練習をくり返し、積極的に企業へアプローチする力を身につけて下さい。引き続き、学内企業説明
会も随時、行っていきます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 求人紹介
3. 履歴書見直し
4. 学内企業説明会
5. 個別相談　他

成績評価方法 100点満点として授業内レポート20点、授業への参加意欲等の平常点80点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する。
備 考



科 目 名 After EffectsⅡ
担 当 教 員 大野　一樹：広告動画編集、テレビ番組編集などで活躍しているフリーランスエディター

授 業 形 態 2年次（半期）（前期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★After Effectsの応用編。
 ★Premiere Pro, Media Encoder も併せて、関連する部分を学習する。
 ★実際に現場で使われている技術を修得する。（デフォーカス、トラッキング、バレ消し、他）

授 業 概 要
・

特 徴
映像業界で広く使われている映像編集ソフト、After Effectsの中級者向け講座。
より理解を深めるため、細かい機能や、より難しいエフェクトなどを修得していきます。
リモートでの課題提出の日も設けます。
（※YouTubeなどで AfterEffectsのチュートリアル動画を視聴、感想をオンラインで提出。）

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. AE応用１
3. AE応用２
4. リモート課題①
5. AE応用３
6. AE応用４
7. AE応用５
8. リモート課題②
9. AE応用６
10. AE応用７
11. AE応用８
12. AE応用９
13. リモート課題③
14. AE応用10
15. 試験

成績評価方法 100点満点として、実技試験40点、技術の習得度30点、平常点（授業への参加意欲、課題の提出）30点で評価を行う。
使用教科書等 プリント配布
備 考 ※リモート課題の日程は前後する可能性があるため、都度お知らせします。

科 目 名 ENG実習
担 当 教 員 杉本　貴史

授 業 形 態 2年次 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★ロケーション撮影テクニックの基礎と応用を習得する。
 ★ ENGカメラのセットアップが一人で出来るようになる。

授 業 概 要
・

特 徴
「ENG基礎」で習得した基礎知識からステップアップし、より実践的な撮影テクニックを習得します。さら
にレンズ交換、4K映像の基礎知識及び撮影を理解します。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. ワイコン、ショートズーム説明
3. ４Kカメラの説明及び撮影
4. 撮影実習①（建物等の撮影）
5. マクロ、プロクサー、レンズフィルター
6. ロケーション撮影実習①（物撮り）
7. ロケーション撮影実習②（インタビュー）
8. ロケーション撮影実習③（リポート）
9. S-Log撮影および設定
10. 撮影実習②（被写界深度とフォーカスフォロー）
11. 撮影実習③（人物・車フォロー）
12. 撮影実習④（ドラマ撮影）
13. 撮影実習⑤（ロケ）
14. 授業まとめと筆記試験対策
15. 筆記試験

成績評価方法 平常点／筆記試験／内容の理解度・習得意欲等の平均点
使用教科書等 プリント配布
備 考 動きやすい服装、運動靴など実習に相応しい服装で授業に参加すること。

※「ENG基礎」の成績が不認定になっていると履修できません。



科 目 名 映像テクニックⅡ
担 当 教 員 堀内　和人

授 業 形 態 2年次 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★スタジオカメラ・クレーンカメラ・ハンディカメラの高速かつスムーズな操作方法を修得する。
 ★音楽番組等で多用されるトラックワークのテクニックを修得する。
 ★音楽番組・情報番組等のマルチスイッチテクニックを理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
入社１年目でカメラマンとして独り立ちさせる会社もあり、自分のカメラワークを数万もの人が目にする機
会は、目前に迫っていると言って過言ではありません。
この授業は、１年次に積み上げてきた撮影テクニックに更に磨きをかけ、就職後に少しでも早くカメラマン
デビューを成就させるための技術や知識を体得するための実習を中心とした授業です。
また、２年次の本格的番組制作授業「番組制作演習」ともリンクし、番組制作における映像表現技法を紐解
いていきます。（下記授業計画は、履修者数や理解・習熟度等を勘案し、変更する可能性もあります）

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス　履修に関する諸注意・成績評価方法・授業の内容の説明等
2. マルチカメラスイッチング時のカメラワークに関する説明・実習
3. ペデスタルドリーの基本操作トレーニング　復習
4. ペデスタルドリーの応用操作トレーニング
5. 音楽番組のカメラワーク
6. 情報番組のカメラワーク
7. フォロー・ズーム・フォーカスの複合トレーニング
8. ペデスタルドリーの応用操作トレーニング
9. クレーンカメラの操作トレーニング
10. バラエティ番組のカメラワーク
11. 音楽番組のトラックワークトレーニング①
12. 音楽番組のトラックワークトレーニング②
13. カメラマン・カメラアシスタントに求められるスキルに関する説明
14. スタジオカメラの複合動作トレーニング
15. 試験とまとめ

成績評価方法 100点満点として、習得度20点･記述試験30点･レポート25点･授業への参加意欲等の平常点25点で評価を行う。
使用教科書等 必要資料を、適宜配布する
備 考 動きやすい服装(比較的軽装)・運動靴など、体を使った実習に相応しい服装で授業に参加する事　運動が伴う内容が含まれるため、体調が良くない学生は、事前に遠慮なく担当教員に申し出る事　授業初回や適宜行われるアドバイスに従い、かつ、注意事項を厳守する事

科 目 名 映像配信実習
担 当 教 員 ㈱シンフォニティ：オンラインイベントを中心に配信設備のコンサルティングや映像配信業務の実務経験のある教員

授 業 形 態 2年次（後期） 必／選 選択 授業形態 講義 取得時間数 45

授業到達目標  ★映像配信におけるビジネスと仕事を知る
 ★映像配信機材のオペレートを習得
 ★実際の配信現場での実習

授 業 概 要
・

特 徴
エンターテインメントだけでなくビジネスシーンでも一般化している映像配信技術。ビジネス面に焦点を当
て、どのようにオンラインイベントを運用しシステムを構築し、配信コンサルとまで理解しビジネスとして
どのように展開していくかを講義と実習を交えて学ぶ。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 映像配信コンサルティング①
3. 映像配信コンサルティング②
4. 映像配信技術①
5. 映像配信技術②
6. ネットワーク①
7. ネットワーク②
8. 配信オペレート①
9. 配信オペレート②
10. 配信オペレート③
11. 配信オペレート④
12. 配信オペレート⑤
13. オンラインイベント実施①
14. オンラインイベント実施②
15. まとめ

成績評価方法 100点満点とし学習意欲50点、参加意欲の平均点30点、授業内レポート20点で評価を行う
使用教科書等 資料配布
備 考 現場への交通費は自己負担となります



科 目 名 映像表現ゼミⅡ
担 当 教 員 松本　侑樹

授 業 形 態 2年次（後期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60
授業到達目標  ★様々な映像作品から表現方法を学び、技術的視野を広げる。

 ★グループに分かれ映像作品の企画・プレゼンを行い、映像制作や映像研究を行う。
 ★ロケ撮影における映像演出を実習を通じて学ぶ。
 ★スタジオでの番組制作を複数行い、技術面でのスキルアップを目指す。

授 業 概 要
・

特 徴
学生が主体となり映像作品の研究を行い、グループごとに研究テーマに沿った映像作品を制作または研究を
行う。
過去には音楽番組制作、モーショングラフィック、e-sports配信、ストップモーション撮影、モキュメンタ
リー作品、広告風ボイスコミック作品の制作を行った。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 作品研究
3. 企画会議
4. 企画会議②
5. プレゼンテーション
6. ロケハン
7. 撮影
8. 撮影②
9. 撮影③
10. 撮影④
11. 編集
12. 編集②
13. 編集③
14. 編集④
15. プレビュー会

成績評価方法 100点満点として、技術の習得度50点・授業への参加意欲等の50点で評価を行う。
使用教科書等 資料等のプリントを、適宜配布する
備 考

科 目 名 音楽ライブ実習
担 当 教 員 松本　侑樹・杉本　貴史

授 業 形 態 2年次 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★カメラスイッチングと編集によるライブビデオの制作を通し、スイッチング及びカメラワーク、VE編集
の基礎テクニックを習得する。
 ★スイッチングシステムのセットアップを理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
キャリング（可搬型）のカメラスイッチングシステムをライブ会場にセットアップ、収録、編集という一連
の音楽ライブビデオ制作過程を実体験する短期集中実習授業です。アーティストのデモテープ聞き込みから、
カメラポジションの決定、各カメラの撮影範囲の決定等、本番前のスタンバイから、撮影、編集までの実作
業を班に分かれて実習していきます。また、照明、PA等のスタッフとの連携、仕事内容を理解することも、
この授業の重要なテーマとなっています。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 班分け及びスタッフ決め（TD、CAM、CA、VE、音声、編集）
3. デモテープ聞き込み、カット割り作成、システム案作成（使用機材案作成）
4. 技術打ち合わせ①
5. 技術打ち合わせ②
6. システム案決定
7. システム仮組
8. 本番収録
9. 編集
10. プレビュー、反省会

成績評価方法 作品提出／内容の理解度・習得意欲等の平均点
使用教科書等
備 考 ※現地までの交通費は自己負担となります。



科 目 名 オンライン編集
担 当 教 員 ㈱東京サウンドプロダクション：主にテレビ朝日の撮影・編集・MAに携わり、映像編集では「アメトーーク!」に関わっている実務経験のある教員。

授 業 形 態 2年次 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★オンラインエディターを目指し、応用力を養う。

授 業 概 要
・

特 徴
プレミアプロやTFX-Artistなどのノンリニア編集ソフトを使用して、映像素材をテレビ番組として放送でき
るクオリティーに仕上げるための技術を学んでいきます。実際にテレビ番組制作で使用した映像素材を使い、
プロの現場と同じワークフローで作品を作ることによって、ノンリニア編集ソフトのオペレーションや映像
フォーマットの取り扱いなどを学びます。また映像のつながりを自分で考えることで、制作側の意図を作品
に反映させたり、エディターとして自分からアイデアを提案することもできる感性や表現力を身に着けてい
きます。「番組制作演習」でVTR編集を担当したい学生は履修勧めます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. プレミアプロ編集① プレミアプロ プロジェクト・シーケンスの準備
3. プレミアプロ編集② 映像をつなぐ（再現ドラマの編集）
4. プレミアプロ編集③ 映像をつなぐ（再現ドラマの編集）
5. TFX-Artist実習① テロップ製作ソフトの使い方
6. TFX-Artist実習② テロップを作る（再現ドラマ）
7. プレミアプロ編集④ テロップを入れる（再現ドラマの編集）
8. プレミアプロ編集⑤ 映像ファイル・XDCAMメディアを書き出す
9. プレミアプロ編集⑥ 映像を加工する（情報番組の編集）
10. TFX-Artist実習③ テロップを作る（情報番組）
11. TFX-Artist実習④ テロップを作る（情報番組）
12. TFX-Artist実習⑤ テロップを作る（情報番組）
13. プレミアプロ編集⑦ テロップを入れる（情報番組の編集）
14. プレミアプロ編集⑧ テロップを入れる（情報番組の編集）
15. ＶＴＲ記録表・ラベルの作り方／ラウドネスの測定

成績評価方法 参加意欲等の平常点で評価を行う
使用教科書等
備 考

科 目 名 ケーブル工作
担 当 教 員 (株)シーティーエス

授 業 形 態 2年次 必／選 選択　短期 授業形態 実習 取得時間数 15

授業到達目標  ★音声機材の接続に必要なケーブルやコネクターの仕組みを理解し、自分の手で直せるスキルを持つ。

授 業 概 要
・

特 徴
スタジオやロケ、中継先などで突然ケーブルの断線が発生したら、自分の手で修理や補修できるように、コ
ネクターの構造やケーブルの仕組み、半田ごてを使って完成させる方法を学ぶ。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. 使用工具について、ケーブルの構造
3. XLR（キャノン）コネクター
4. TRS・TS（標準プラグ）コネクター

成績評価方法 内容理解度、習得意欲の平常点
使用教科書等
備 考 ※別途、材料費が必要です。



科 目 名 校外学習Ⅱ
担 当 教 員 学科担当

授 業 形 態 2年次（通年） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★映像技術の機材の展示や企画展に参加し、最新の映像技術に触れる。
 ★様々な芸術鑑賞を通し、見聞を広げ、センスを磨いてもらうことを目的とします。

授 業 概 要
・

特 徴
放送機器や映像機器、最新鋭のライブやXR技術の企画展や見学を通じて体験する。映像技術に関する見識
を広げて技術の好奇心を高め、最先端技術に敏感になってほしいです。見学または鑑賞後は技術に関するレ
ポートを提出する。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. ヌーベルバーグ インカメラVFX見学
3. IMAX映画鑑賞 4K IMAX®レーザー／GTテクノロジー
4. XRライブ鑑賞 XR ARTISTS SUPER FES
5. ライブ・エンターテイメントEXPO
6. メタバース総合展
7. NHK放送技術研究公開
8. InterBee
9. 東京eスポーツフェスタ

成績評価方法 校外学習参加後レポート提出100点
使用教科書等
備 考 目的地への交通費は自費となります

科 目 名 スキルアップゼミⅡ
担 当 教 員 学科担当

授 業 形 態 2年次（短期） 必／選 授業形態 実習 取得時間数 30

授業到達目標  ★番組制作における、技術のスキルアップと進行の流れを理解する
 ★スタジオワークにおけるスイッチャーやカメラ、システムを理解する
 ★他セクションの仕事内容を理解し、コミュニケーションの重要性を学ぶ

授 業 概 要
・

特 徴
体験入学及び学校の募集イベントの技術スタッフ（スイッチャー、カメラ、VE、CG、カメラアシスタント、
テロップ他）として、授業で習得したことをベースに、スタジオ等で実際にカメラワークやケーブルの布線
の仕方、CG準備、カメラ調整、テロップだしの方法を学ぶ。また、各セクションの仕事の理解やコミュニケー
ションの取り方も習得する。イベント前には番組内容の確認や技術オペレーションの練習を行う。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
※各イベントごとにスタッフを募集します。
※履修登録の段階では選択することができません。
※各イベントごとに説明会を実施予定

①スタッフ決め・役割理解・分科会（イベント内容に沿ってスタッフを決め、各自ミーティング）
② 機材選定・システム構築（企画や演出に沿った機材を選び機材表を記入、システム構成に必要な系統図
を書く）

③機材仮組み・システム確認（機材表と系統図をもとに仮でシステムを構築する）
④ 他セクションとの技術打ち合わせ（本番当日及び本番までの期間に他セクションと技術的な打ち合わせ
を行う）

⑤技術リハーサル（本番さながらにリハーサルを行い最終チェックをする）
⑥イベント本番（本番は２～６回行う場合があります）
⑦反省会・プレビュー会（収録した本番映像をプレビューし次に活かす反省点を共有する）

成績評価方法 内容の理解度・習得意欲等の平常点
使用教科書等
備 考

選択



科 目 名 番組制作演習
担 当 教 員 学科担当

授 業 形 態 2年次 必／選 必修 授業形態 実習 取得時間数 210

授業到達目標  ★他セクションのスタッフとの打ち合わせから本番までの流れを知る。

授 業 概 要
・

特 徴
1年次で行った数々の実習を基礎として、バラエティ番組、情報番組、歌番組などの番組制作を通して、企
画から放送までのすべてのプロセスを自分たちの手で行っていく。番組制作というものは、制作と技術（す
べての番組スタッフ）との連係プレイであり、各々のスタッフが自分の仕事を完全に果たしてこそ、良い番
組が出来上がっていく。そこで、各学科の全学生が協力しチームワークの中で中継、スタジオ、ENG（編集）
に分かれて実習していくことにより実践的に番組制作能力を育成していくことを目標としている。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. 概要説明、ガイダンス
2. Bサブ、屋上の説明
3. 中継システムの説明
4. 提出書類について
5. 他学科との全体打ち合わせ
6. 生放送本番①
7. 生放送本番②
8. 生放送本番③
9. 生放送本番④
10. 生放送本番⑤
11. 生放送本番⑥
12. 生放送本番⑦
13. 生放送本番⑧
14. 生放送本番⑨
15. 生放送本番⑩

成績評価方法 作品提出／内容の理解度・習得意欲等の平均点
使用教科書等 プリント配布
備 考

科 目 名 VE実習Ⅱ
担 当 教 員 (株)TBSアクト：オリンピックなどの超大型中継番組・ドラマやバラエティー等、TBSの放送技術、美術のすべてを担当する企業。

授 業 形 態 2年次（前期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 45

授業到達目標  ★サブコントロールルーム(sub）に設置したシステム機器を中心に、機器の特性を理解し機器操作を習得
する。
 ★スタジオ機材を使用して実際のVEオペレートを体験することで、VE業務を理解する。
 ★各種系統図を解読し、見方や活用方法を身につける。

授 業 概 要
・

特 徴
HDのスタジオシステムを使用して、映像制作で不可欠な、職種・ビデオエンジニアの業務を学びます。
収録番組や、生放送番組の段取り等を理解した上で、放送用業務機材を操作していただきます。
カメラの調整から、最終的にはトータルシステムに至るまでの技術を習得するために班ごとに実習します。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. VEオペレートの流れ①と、内容説明・系統図の種類と見方　カメラ調整時の注意事項
3. サブコントロールルームのシステムについて　各機器の設定・操作実習について
4. カメラ調整トレーニング①（グレースケールの取り方）
5. カメラ調整トレーニング②（MSUでのグレースケール調整）
6. 機器設定トレーニング①（スイッチャ -システムの基本的な使用方法）
7. 機器設定トレーニング①（VTRの設定・リモコンパッチ＆オペレート）
8. カメラ調整トレーニング③（MSUでのマクベスチャート調整）
9. 機器設定トレーニング②（DSK等の基本的な使用方法）
10. 機器設定トレーニング③（ペリファラルに関して）
11. 機器設定トレーニング④（ルーター）
12. 機器設定トレーニング⑤（エマージェンシー運用に関して）
13. VEオペレートの流れ②（ラインチェック、レベルセット）
14. VEオペレートの流れ③（復習）
15. テスト

成績評価方法 ①実習時に積極的に参加しているか、準備・撤収を率先しておこなっているか等の積極性：3割　②興味を持って授業に参加しているか等の真剣度：5割　③テスト等を活用した理解度：2割
使用教科書等
備 考



科 目 名 ロケーション実習
担 当 教 員 杉本　貴史

授 業 形 態 2年次（半期） 必／選 選択 授業形態 実習 取得時間数 60

授業到達目標  ★ロケーション撮影の実践テクニックを習得する。
 ★オールロケーション番組の制作過程を理解する。
 ★番組の企画・構成・撮影プラン等の事前準備の重要性を理解する。

授 業 概 要
・

特 徴
「ENG基礎」「ENG実習」等、野外ロケーション撮影実習の集大成として、グループに分かれて企画から番
組完パケまでを習得する実習授業です。今まで習得したENGカメラ、ロケ用小型ミキサーのオペレーション
テクニックを駆使して、オールロケーションでの10分程度の番組制作を通じてさらなる実践力を身に付け
て行きます。現在多く実施されているロケーションスケジュールを体験するため1泊2日程度の宿泊となり
ます。

授 業 計 画
・

学 習 内 容
1. ガイダンス
2. ロケーション機材オペーレションの復習
3. 企画会議①
4. 企画会議②
5. 台本作成①
6. 台本作成②
7. ロケーション準備
8. 撮影①（宿泊）
9. 撮影②（宿泊）
10. 編集①
11. 編集②
12. 編集③
13. プレビュー会・まとめ

成績評価方法 撮影技術の習得度40点 作品の完成度30点 授業への参加意欲等の平常点30点 合計100点で評価する。
使用教科書等 資料等のプリントを適宜配布する。
備 考 ロケ候補地として山中湖、高尾山周辺を予定。現地までの交通費、宿泊費等の実費は自己負担となります。
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